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積算補助業務委託 

 

第１節 積算補助業務委託基準 

 １ 適用範囲 

   本積算基準は、土木工事の積算補助業務を委託する場合で、１契約の分割件数が５箇所までの業務

に適用する。ただし、１契約の分割件数が適用範囲を超える場合は別途考慮する。 

   なお、分割件数とは、１契約の積算補助業務で実施する同一事業同一箇所の工事件数を差す。ただ

し、橋梁補修工事等、同種の修繕工事においては、発注時期が同一であれば分割件数に含めることが

できるものとする。 

 

 ２ 積算補助業務委託価格の構成 

   栃木県県土整備部「設計業務等標準積算基準書」に準ずる。 

 

 ３ 積算補助業務委託価格の算定 

   栃木県県土整備部「設計業務等標準積算基準書」に準ずる。 

 

第２節 積算基準 

 ２－１ 直接人件費 

（１） 設計協議 

設計協議は、技師（Ａ）、技師（Ｂ）各１名とし、１回０．５日として、協議回数は、当初

と成果品納入時の２回を標準とする。 

ただし、地理的条件、業務内容等より上記協議回数で不足が生じると判断される場合は、別

途考慮する。 
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（２） 歩掛 

標準歩掛                           １式当り 

 

直  接  人  件  費 

技 師（Ａ） 技 師（Ｂ） 技 師（Ｃ） 技 術 員 

設 計 計 画 0.5 0.5   

設計図作成  0.5  1.0 

数 量 算 出  0.5 1.5 1.5 

積 算  1.0 2.0 2.0 

照 査 0.3    

計  0.8 2.5 3.5 4.5 

 

設計図作成及び数量算出 標準歩掛               １式当り 

 

直  接  人  件  費 

技 師（Ａ） 技 師（Ｂ） 技 師（Ｃ） 技 術 員 

設 計 計 画 0.4 0.4   

設計図作成  0.5  1.0 

数 量 算 出  0.5 1.5 1.5 

照 査 0.3    

計  0.7 1.4 1.5 2.5 
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設計図作成 標準歩掛                     １式当り 

 

直  接  人  件  費 

技 師（Ａ） 技 師（Ｂ） 技 師（Ｃ） 技 術 員 

設 計 計 画 0.3 0.3   

設計図作成  0.5  1.0 

照 査 0.2    

計  0.5 0.8  1.0 

 

数量算出 標準歩掛                      １式当り 

 

直  接  人  件  費 

技 師（Ａ） 技 師（Ｂ） 技 師（Ｃ） 技 術 員 

設 計 計 画 0.3 0.3   

数 量 算 出  0.5 1.5 1.5 

照 査 0.2    

計  0.5 0.8 1.5 1.5 

注１） 本表は、工事価格が１０，０００千円を超え３０，０００千円以下の道路改良工事を

対象とした標準歩掛であり、工事価格、工種が異なる場合には、表－１、表－２を基に

次式により補正率を算出し、歩掛を補正する。 

Ｘ＝（１＋Ｘ１）×（１＋Ｘ２） 

Ｘ：補正率 

注２） 業務を実施した結果、工事価格及び工種による補正率に変更が生じた場合には、設計

変更の対象とする。 

注３） 工事価格を積算した結果、予算の制限等による工事数量等の修正作業は、標準歩掛に 

１回のみ含む。 

注４） 修正作業を複数回行う場合は、受発注者協議の上、必要額を適正に計上すること。 
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標準歩掛の業務の項目における作業内容は以下のとおりである。 

１．設計計画 

１）業務計画 

① 積算内容の把握 

設計図書及び各種数量計算書等の内容を確認する。 

② 基本方針の検討 

作業工程、人員計画等を立案・検討する。また、歩掛適用上の留意点等を抽出す

る。 

２）現地調査 

① 現地の掌握 

② 軽微な計測調査       

 

２．設計図作成 

       １）図面の作成・修正 

        各種図面の積算範囲に合わせた発注図面の作成、設計計画において発見された軽微な修

正を行う。 

 

３．数量算出 

１）数量算出 

２）数量計算書・集計表の作成 

 

      ４．積算 

       １）特殊歩掛・特殊単価の調査 

       ２）積算 

        設計図面、数量計算書を基に、該当する標準歩掛及び単価表を参照の上、「積算補助業務

委託納品ファイル」へ必要事項を入力する。 

３）設計図書（案）の作成 

 

      ５．照査 

       １）基本方針等の照査 

       ２）指示事項等の諸条件と設計図書内容についての照査 

       ３）数量・歩掛の適正照査 

       ４）総合照査 
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（３） 積算についての注意事項 

１．分割積算が必要な場合の歩掛補正 

分割積算が必要な場合は、分割設計書ごとに表－１、表－２の補正率を用いて歩掛を補正する。 

     

２．舗装修繕工事・道路排水施設工事については、標準歩掛に軽微な計測及び図面の作成を含む。 

 

     

表－１ 工事価格による補正率（Ｘ１） 

工事価格（千円）ａ 補正率（Ｘ１） 

ａ ≦ 5,000 －60 ％ 

5,000 ＜ ａ ≦ 10,000 －40 ％ 

10,000 ＜ ａ ≦ 30,000 0 ％ 

30,000 ＜ ａ ≦ 50,000 40 ％ 

50,000 ＜ ａ ≦ 100,000 100 ％ 

100,000 ＜ ａ ≦ 200,000 150 ％ 

200,000 ＜ ａ ≦ 300,000 200 ％ 

300,000 ＜ ａ ≦ 400,000 250 ％ 

400,000 ＜ ａ ≦ 500,000 300 ％ 

500,000 ＜ ａ ≦ 600,000 350 ％ 

600,000 ＜ ａ ≦ 800,000 400 ％ 

800,000 ＜ ａ ≦ 1,000,000 450 ％ 

1,000,000 ＜ ａ 別途考慮 
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表－２ 工種による補正率（Ｘ２） 

工種 補正率 

道路改良工事              ※ 0 ％ 

道路構造物 10 ％ 

道路維持 -40 ％ 

舗装 -30 ％ 

公園 -30 ％ 

河川 0 ％ 

河川構造物 10 ％ 

河川維持 -40 ％ 

砂防（渓流保全工） 10 ％ 

砂防（堰堤工） -40 ％ 

地すべり -40 ％ 

急傾斜地崩壊防止施設 -20 ％ 

橋梁（鋼橋架設、ＰＣ橋） 0 ％ 

橋梁保全               ※※ 10 ％ 

トンネル 20 ％ 

下水道（推進）、共同溝 0 ％ 

下水道（開削・マンホールポンプ） -30 ％ 

ダム 20 ％ 

注）※道路排水施設整備工事は「道路改良工事」ではなく「道路維持」の補正率を適用する。 

  ※※橋梁保全工事のうち伸縮継手補修工のみや高欄取替工のみ等、単一の工種で構成される工事につ

いては「橋梁保全」ではなく、従前通り「道路維持」の補正率を適用する。 

 

工種による補正率（Ｘ２）は上記を標準とするが、作業内容により難易度の補正を行うことができ

る。なお、工種は「土木工事標準積算基準書」を参考に、工事内容によって適切に選定する。 
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 ２－２ 直接経費 

  （１） 旅費交通費 

    旅費交通費に関する算定は設計業務等標準積算基準書（参考資料）１－３旅費交通費に準ずるも

のとし、直接人件費に対し、下表の率を乗じた額を計上すること。 

 

旅費交通費等 旅費交通費の上限（千円） 

直接人件費の 0.63 ％ 244 

 （注）旅費交通費等の率は、打合せ、現地調査の費用とする。 

 

  （２） 印刷製本費 

    必要に応じて計上する。 
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